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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音波を受けて電気信号を出力するマイクロホンユニットと、弾性素材により形成したシ
ョックマウント部材を介して前記マイクロホンユニットを内部に支持したマイクロホンケ
ースと、前記マイクロホンユニット側からの電気信号を、前記マイクロホンケースに取り
付けた出力コネクタに供給するマイクケーブルとを備えたマイクロホン装置であって、
　前記マイクケーブルの一部が、前記ショックマウント部材に沿って、取り付けられてい
ることを特徴とするマイクロホン装置。
【請求項２】
　前記マイクケーブルの一部が、偏平状に形成された前記ショックマウント部材の一方の
面と他方の面との間を、一往復以上蛇行した状態で取り付けられていることを特徴とする
請求項１に記載のマイクロホン装置。
【請求項３】
　前記マイクロホンユニットが、ユニット支持部の前端部に取り付けられ、前記ユニット
支持部の軸方向の少なくとも前後二か所において、フロントショックマウント部材とリア
ショックマウント部材によって、前記マイクロホンユニットがユニット支持部と共に軸方
向に揺動可能に前記マイクロホンケース内で支持され、前記出力コネクタに近いリアショ
ックマウント部材に、前記マイクケーブルの一部が取り付けられていることを特徴とする
請求項１に記載のマイクロホン装置。
【請求項４】
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　前記リアショックマウント部材は円環状に形成されて、周縁部が前記マイクロホンケー
スに取り付けられると共に、中央部において前記ユニット支持部を軸方向に揺動可能に支
持し、かつリアショックマウント部材の前記円環状の面に沿って形成された複数個の貫通
孔を利用して、前記マイクケーブルの一部が、偏平状に形成された前記ショックマウント
部材の一方の面と他方の面との間を、一往復以上蛇行した状態で取り付けられていること
を特徴とする請求項３に記載のマイクロホン装置。
【請求項５】
　前記マイクロホンユニットとして、コンデンサマイクロホンユニットが用いられ、前記
ユニット支持部におけるコンデンサマイクロホンユニットの直後に、当該コンデンサマイ
クロホンユニットの音声出力回路を含む回路基板が搭載され、前記マイクケーブルが前記
回路基板と前記出力コネクタとの間に接続されていることを特徴とする請求項３または請
求項４に記載のマイクロホン装置。
【請求項６】
　前記マイクケーブルは、複数本の各信号線が束ねられた状態で、前記ショックマウント
部材の一方の面と他方の面との間を、一往復以上蛇行した状態で取り付けられていること
を特徴とする請求項１に記載のマイクロホン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、マイクロホンケース内にショックマウント部材を介してマイクロホンユニ
ットを取り付けたマイクロホン装置に関し、特にマイクロホンユニットからの電気信号を
導出するマイクケーブルの配置構成に工夫を施したマイクロホン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばハンドヘルド型マイクロホンは、利用者がマイクロホンケースの胴部を直接把持
することから、マイクロホンケース内のマイクロホンユニットに対して振動や加速度が加
わる度合いが大きい。前記マイクロホンユニットに加わる振動や加速度は、タッチノイズ
やハンドリングノイズと称する振動雑音として生成される。
【０００３】
　そこで、この種のマイクロホン装置においては、前記した振動雑音の発生を防止するた
めに、マイクロホンユニットを例えばゴム素材により形成したショックマウント部材を介
してマイクロホンケース内に取り付けた構成が採用されており、これは特許文献１および
２などに開示されている。
【０００４】
　前記マイクロホンユニットを支持するショックマウント部材は、マイクロホンユニット
のサスペンションとして機能し固有の共振周波数を有している。したがってマイクロホン
ユニットがショックマウント部材と共に外部振動を受けて共振すると、これが大きな振動
雑音となって出力されるので、前記共振周波数をマイクロホンユニットの収音帯域よりも
低い、あるいは収音帯域内であっても目立たない低い帯域に設定する必要がある。
　そのためには、サスペンションとして機能するショックマウント部材の材質として、よ
り柔らかいものを選定する必要があり、これによりマイクロホンユニットはマイクロホン
ケース内において大きな可動範囲をもって動くことになる。
【０００５】
　一方、ショックマウント部材により支持された前記マイクロホンユニットと、これを収
容するマイクロホンケースに装着されたコネクタとの間には、マイクロホンユニット側か
らの電気信号を導出するマイクケーブルが接続されている。
【０００６】
　図７～図１０は、ショックマウント部材を備えた従来のマイクロホン装置における前記
したマイクケーブルの配置構成を例示している。
　なお、図７～図１０に示される従来のマイクロホン装置においては、後で説明する図１
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～図６に示したこの発明に係る実施の形態と同一の機能を果たす部材が備えられており、
それぞれ同一符号で示している。したがって各部の詳細な構成は、図１～図６に基づいて
後で説明する。
【０００７】
　従来のマイクロホン装置におけるマイクケーブル４５は、図７に例示したようにマイク
ロホンケース３０のほぼ中央部に沿った空間内に、なるべく緩みのないほぼ直線状態で配
置されて、マイクロホンユニット１０側とコネクタ４７との間を接続している。
　この図７に示された構成によると、マイクケーブル４５は、マイクロホンユニット１０
側とコネクタ４７との間の空間部に、宙に浮いた状態で配置されるために、マイクロホン
ケース３０側に受ける振動は、破線で模式的に示したように、コネクタ４７からマイクケ
ーブル４５を介してマイクロホンユニット１０側に伝達される。これにより、振動雑音が
発生する。
【０００８】
　前記マイクケーブル４５を介した振動雑音の発生を阻止するためには、前記マイクケー
ブル４５として、より細い線材を用いることが考えられる。
　しかしながら、マイクロホン装置を落下させる等して、大きな衝撃が加わった場合には
、マイクロホンユニット１０側がショックマウント部材４１，４２を介して瞬時に大きく
揺動する。これによって、マイクケーブル４５に無理な張力が加わり、図８に示したよう
にマイクケーブル４５が断線するという問題が発生する。
【０００９】
　そこで、マイクロホンユニット１０側とコネクタ４７との間に接続されるマイクケーブ
ル４５に、図１０に示すように十分な緩みを与えた状態にすると、前記したようにマイク
ロホン装置に大きな衝撃が加わった場合におけるマイクケーブル４５の断線を防止させる
ことができる。しかしながら、今度はマイクケーブル４５が自由に振動し、マイクケーブ
ル４５の自由な振動が、図９に示すようにマイクロホンユニット１０側に伝わり、これが
振動雑音を発生させる要因になる。
　すなわち、図９に示した両方向の矢印は、マイクケーブル４５が自由に振動する様子を
示しており、マイクケーブル４５の振動がマイクロホンユニット１０側に伝わる状況を破
線で模式的に示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０１５－５９４２号公報
【特許文献２】特開２００８－１７７６３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　マイクロホンユニットをショックマウント部材を介してマイクロホンケース内で支持し
たマイクロホン装置においては、マイクロホンユニット側とコネクタとを接続するマイク
ケーブルは、図７～図１０に基づいて説明したように、それぞれの要因により振動雑音を
発生させる問題を抱えている。また衝撃を受けた場合のマイクケーブルの断線等の問題も
抱えている。
【００１２】
　そこで、この発明はマイクケーブルを介したマイクロホンユニット側への外部振動の伝
達、マイクケーブル自身の振動によるマイクロホンユニット側への振動の伝達を効果的に
阻止することができ、またたとえマイクロホンケースに大きな衝撃が加わった場合におい
ても、マイクケーブルの断線を阻止することができるマイクロホン装置を提供することを
課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
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　前記した課題を解決するためになされたこの発明に係るマイクロホン装置は、音波を受
けて電気信号を出力するマイクロホンユニットと、弾性素材により形成したショックマウ
ント部材を介して前記マイクロホンユニットを内部に支持したマイクロホンケースと、前
記マイクロホンユニット側からの電気信号を、前記マイクロホンケースに取り付けた出力
コネクタに供給するマイクケーブルとを備えたマイクロホン装置であって、前記マイクケ
ーブルの一部が、前記ショックマウント部材に沿って、取り付けられていることを特徴と
する。
【００１４】
　この場合、一つの好ましい形態においては、前記マイクケーブルの一部が、偏平状に形
成された前記ショックマウント部材の一方の面と他方の面との間を、一往復以上蛇行した
状態で取り付けられる。
【００１５】
　そして、より好ましくは、前記マイクロホンユニットが、ユニット支持部の前端部に取
り付けられ、前記ユニット支持部の軸方向の少なくとも前後二か所において、フロントシ
ョックマウント部材とリアショックマウント部材によって、前記マイクロホンユニットが
ユニット支持部と共に軸方向に揺動可能に前記マイクロホンケース内で支持され、前記出
力コネクタに近いリアショックマウント部材に、前記マイクケーブルの一部が取り付けら
れた構成が採用される。
【００１６】
　一方、リアショックマウント部材は、望ましくは円環状に形成されて、周縁部が前記マ
イクロホンケースに取り付けられると共に、中央部において前記ユニット支持部を軸方向
に揺動可能に支持し、かつリアショックマウント部材の前記円環状の面に沿って形成され
た複数個の貫通孔を利用して、前記マイクケーブルの一部が、偏平状に形成された前記シ
ョックマウント部材の一方の面と他方の面との間を、一往復以上蛇行した状態で取り付け
られる。
【００１７】
　そして好ましくは、前記マイクロホンユニットとして、コンデンサマイクロホンユニッ
トが用いられ、前記ユニット支持部におけるコンデンサマイクロホンユニットの直後に、
当該コンデンサマイクロホンユニットの音声出力回路を含む回路基板が搭載され、前記マ
イクケーブルが前記回路基板と前記出力コネクタとの間に接続された構成が採用される。
【００１８】
　加えて、前記マイクケーブルとしては、複数本の各信号線を束ねた状態で、前記ショッ
クマウント部材の一方の面と他方の面との間を、一往復以上蛇行した状態で取り付けた構
成が採用される。
【発明の効果】
【００１９】
　前記したこの発明に係るマイクロホン装置によると、マイクロホンユニット側からの電
気信号を、出力コネクタに供給するマイクケーブルの一部が、弾性素材により形成したシ
ョックマウント部材に沿って、取り付けられた構成が採用される。
　したがって、マイクケーブルの一部は例えばゴム素材により構成されたショックマウン
ト部材に常に接しているので、マイクロホンケース側において受ける振動が、マイクケー
ブルを介してマイクロホンユニット側に直接伝達されるのを阻止することができる。これ
により振動雑音の発生を効果的に抑制させることができる。
【００２０】
　また、マイクケーブルの一部がショックマウント部材に接しているので、マイクケーブ
ル自身において生ずる自由振動も抑制され、マイクケーブルの自由振動による振動雑音の
発生も抑制させることができる。
　そして、ショックマウント部材に沿ったマイクケーブルは、多少の緩みをもった状態で
配置することができるので、マイクロホンケースに衝撃が加えられた場合に、ショックマ
ウント部材の変形に追従してマイクケーブルも同様に変形する。これにより、マイクケー
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ブルに過剰な張力を与える等のストレスが加わるのを効果的に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】この発明に係るマイクロホン装置の全体構成を示した断面図である。
【図２】この発明に係るマイクロホン装置のマイクロホンユニットを示す拡大図である。
【図３】同じく軸方向に衝撃を受けた状態の断面図である。
【図４】ショックマウント部材に対するマイクケーブルの取り付け状態を示す拡大断面図
である。
【図５】図４におけるＡ－Ａ線より矢印方向に見た断面図である。
【図６】図４に示す状態おいて軸方向に衝撃を受けた状態の拡大断面図である。
【図７】従来のマイクロホン装置の一例を示した断面図である。
【図８】同じく軸方向に衝撃を受けた状態の断面図である。
【図９】従来のマイクロホン装置の他の例を示した断面図である。
【図１０】同じく軸方向に衝撃を受けた状態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　この発明に係るマイクロホン装置について、図に示す実施の形態に基づいて説明する。
図１および図３は、この発明をコンデンサマイクロホンに適用した例を断面図で示してお
り、このコンデンサマイクロホンは、基本構成として、マイクロホンユニット１０と、ユ
ニット支持部２０と、マイクロホンケース３０とが備えられている。
【００２３】
　この実施の形態においては、前記マイクロホンユニット１０には、第１エレメント１１
と第２エレメント１２とが背中合わせに備えられている。
　そして、マイクロホンユニット１０は、金属性のユニットケース１３によって、シリン
ダ状に形成されたユニット支持部２０の前端部に取り付けられている。
【００２４】
　シリンダ状に形成されたユニット支持部２０には、ドーム状に形成されたカバー２１が
取り付けられ、このカバー２１の直後におけるユニット支持部２０内には、前記マイクロ
ホンユニット１０の音声出力回路を含む回路基板２２が搭載されている。
【００２５】
　前記マイクロホンユニット１０における第１エレメント１１は、固定極に振動板が対峙
したバックエレクトレット方式のコンデンサマイクロホンユニットを構成している。
　一方、第２エレメント１２は、固定極と振動板を備えているもののコンデンサマイクロ
ホンは構成せずに、後部音響端子から入る音波に対して低音域をカットして、高音域のみ
を第１エレメント１１の背面に伝えることで、実質的にハイパスフィルター（ＨＰＦ）と
して機能させている。前記ＨＰＦの作用によりコンデンサマイクロホンの周波数特性にお
いて、特に低域の周波数特性を向上させている。
【００２６】
　ここで、音響端子とは、マイクロホンユニット１０に対して実効的に音圧を与える空気
の位置を示す。換言すれば、音響端子とはマイクロホンユニット１０が備える振動板と同
時に動く空気の中心位置である。マイクロホンユニット１０は単一指向性であるので、音
響端子は振動板の前部と後部にあり、後部音響端子は後部に存在する音響端子である。
　そして、前記マイクロホンユニット１０からの信号は、ドーム状カバー２１の中央部に
取り付けられた中継ロッド２３を介して前記回路基板２２に供給されるように構成されて
いる。
【００２７】
　図２はマイクロホンユニット１０を拡大した図であり、以下、具体的に説明する。第１
エレメント１１は、振動板１１ａと振動板１１ａに対峙した固定極１１ｂを有するバック
エレクトレット方式のコンデンサマイクロホンユニットを構成している。また、固定極１
１ｂは導電性を有する支持部材１１ｃに支持され、振動板１１ａは振動板フレーム１１ｄ
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に支持されている。
【００２８】
　第２エレメント１２も同様に振動板１２ａ、固定極１２ｂ、支持部材１２ｃ、振動板フ
レーム１２ｄを備えている。
　二つの支持部材１１ｃ、１２ｃは導電性を有する締結部材１１２により締結されて固定
される。
【００２９】
　第１エレメント１１の固定極１１ｂは支持部材１１ｃと電気的に接続され、第２エレメ
ント１２の振動板１２ａと固定極１２ｂは支持部材１２ｃと電気的に接続され、支持部材
１１ｃ、１２ｃは締結部材１１２、振動板フレーム１２ｄと電気的に接続される。これに
より、第１エレメント１１によるコンデンサマイクロホンユニットと第２エレメント１２
によるハイパスフィルターが直列接続される。
　また、振動板フレーム１２ｄには導電性のねじ１１３が取り付けられ、ねじ１１３に中
継ロッド２３が電気的に接続される。
【００３０】
　シリンダ状に形成されたユニット支持部２０は、その前端部に前記したマイクロホンユ
ニット１０を搭載した状態で、ユニット支持部２０の軸方向の前後二か所において、フロ
ントショックマウント部材４１と、リアショックマウント部材４２を介して、マイクロホ
ンケース３０内に支持されている。
　前記フロントショックマウント部材４１およびリアショックマウント部材４２は、それ
ぞれゴム素材により構成されており、これにより前記マイクロホンユニット１０はユニッ
ト支持部２０と共に、前記マイクロホンケース３０内で、軸方向に揺動可能に支持されて
いる。
【００３１】
　前記フロントショックマウント部材４１は、環状に形成された薄肉部４１ａの外側が円
筒部４１ｂになされ、マイクロホンケース３０への取り付け部を構成している。また環状
の薄肉部の内側は、短軸状の円筒部４１ｃになされ、この円筒部４１ｃが前記ユニット支
持部２０を囲撓するようにして支持している。
　そして、フロントショックマウント部材４１の外側の円筒部４１ｂが、マイクロホンケ
ース３０内に同軸状に配置された円筒体４３の外周面と、マイクロホンケース３０の内壁
面との間で挟持されることで、マイクロホンケース３０内に取り付けられている。
【００３２】
　一方、リアショックマウント部材４２は、図４～図６に示されているように、円環状に
して偏平状に形成された薄肉部４２ａが備えられ、この薄肉部４２ａの外周縁が、内側に
向かって折り返されてマイクロホンケース３０への取り付け部４２ｂを構成している。ま
た円環状の薄肉部４２ａの内側には、円筒部４２ｃが一体に形成されており、この円筒部
４２ｃは、前記したユニット支持部２０の下底部に軸方向に突出して取り付けられた中空
軸体２４を囲撓している。これにより、リアショックマウント部材４２は、前記ユニット
支持部２０を、下底部において支持している。
【００３３】
　そして、リアショックマウント部材４２の外周縁に折り返された取り付け部４２ｂは、
マイクロホンケース３０内に同軸状に配置された前記円筒体４３の下端部に係止され、こ
の係止部がマイクロホンケース３０内に形成された内径を若干縮小する段部３０ａに当接
することで取り付けられている。
　なお、リアショックマウント部材４２の円環状に形成された薄肉部４２ａの面には、図
５に示すように６つの貫通孔４２ｄが周方向に等間隔に形成されている。貫通孔４２ｄは
、マイクロホンケース３０の内側と対向する一方の面（表面）とこれと反対側の他方の面
（裏面）とを貫通するように形成されている。これらの貫通孔４２ｄは、リアショックマ
ウント部材４２の円環状の薄肉部４２ａを、より柔らかく構成させると共に、後述すると
おりマイクケーブル４５の一部を、上下に蛇行させて（貫通孔４２ｄの表面と裏面とを縫
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うようにして）係止させるためにも利用される。
【００３４】
　前記マイクロホンケース３０の下端部には、複数の端子ピン４７ａを備えた出力コネク
タ４７が取り付けられており、前記したマイクロホンユニット１０の直後に配置された回
路基板２２と、前記出力コネクタ４７との間にはマイクケーブル４５が接続されている。
なお、各図においては前記マイクケーブル４５は、一本のケーブルとして示されているが
、これは複数本の各信号線を束ねた状態になされている。
【００３５】
　そして、前記マイクケーブル４５は、前記回路基板２２からユニット支持部２０内の中
央部をほぼ直線状に垂下し、ユニット支持部２０の下底部に形成された開口２０ａ（図４
参照）を介して、ユニット支持部２０内からマイクロホンケース３０内に導出されている
。またユニット支持部２０内から導出されたマイクケーブル４５は、図４～図６に示すよ
うにリアショックマウント部材４２に周方向に等間隔に形成した前記貫通孔４２ｄを利用
して、リアショックマウント部材４２に取り付けられている。
【００３６】
　すなわち、図に示す前記マイクケーブル４５は、リアショックマウント部材４２の前記
貫通孔４２ｄを通して、表面側（上面側）から裏面側（下面側）に向かって２往復半、蛇
行させた状態で取り付けられている。そして、リアショックマウント部材４２の下面側に
引き出されたマイクケーブル４５は、マイクロホンケース３０の内部隔壁３０ｂに、軸方
向に形成された開口３０ｃを介して、前記した出力コネクタ４７に接続されている。
【００３７】
　前記したマイクケーブル４５は、ユニット支持部２０の下底部に形成された開口２０ａ
において、接着剤２０ｂにより固定されると共に、前記したマイクロホンケース３０の内
部隔壁３０ｂに形成された開口３０ｃにおいて、接着剤３０ｄによりそれぞれ固定されて
いる。すなわち、マイクケーブル４５は、リアショックマウント部材４２の上下において
、前記した接着剤２０ｂ，３０ｄにより、ユニット支持部２０およびマイクロホンケース
３０にそれぞれ固定されている。
　そして、接着剤２０ｂ，３０ｄにより固定された前記マイクケーブル４５は、リアショ
ックマウント部材４２の上下に沿って蛇行して、多少の緩みをもった状態でリアショック
マウント部材４２に取り付けられている。
【００３８】
　なお、前記マイクロホンケース３０の上端開口部には、フロントメッシュ５０を取り付
けたリング部材５１がねじ込まれており、これによりユニット支持部２０の前端部に取り
付けられた前記マイクロホンユニット１０は、フロントメッシュ５０によって、カバーさ
れている。
【００３９】
　前記した構成のマイクロホン装置によると、マイクロホンユニット１０はユニット支持
部２０と共に、フロントショックマウント部材４１およびリアショックマウント部材４２
を介して、マイクロホンケース３０内に取り付けられている。
　したがって、マイクロホンケース３０にたとえ衝撃が加わっても、図３および図６に示
すように、マイクロホンユニット１０への衝撃の伝達が効果的に緩和され、振動雑音の発
生を抑制することができる。
【００４０】
　加えて、マイクロホンユニット１０側からの電気信号を、出力コネクタ４７側に供給す
るマイクケーブル４５の一部は、リアショックマウント部材４２に沿って取り付けられて
いるので、マイクケーブル４５を介したマイクロホンユニット１０側への振動の伝送を効
果的に阻止することができる。またリアショックマウント部材４２は、マイクケーブル４
５自身の自由振動を押さえることができるので、一層の振動雑音の抑制効果を発揮するこ
とができる。
【００４１】
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　なお、以上はコンデンサマイクロホンを例にして説明したが、この発明は例えばダイナ
ミックマイクロホンに適用することができる。特にダイナミックマイクロホンにおいては
、ボイスコイルの重量が嵩むことによる慣性力の影響を受け易く、その対策としてより柔
らかいショックマウント部材を用いることが望まれる。
　この発明によると、ショックマウント部材の比較的大きな変形動作に追従して、マイク
ケーブル４５も同様に変形できるので、マイクケーブルにストレスが加わるのを避けるこ
とができるなど、前記した発明の効果の欄に記載した作用効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００４２】
　１０　　マイクロホンユニット
　１１　　第１エレメント
　１２　　第２エレメント
　１３　　ユニットケース
　２０　　ユニット支持部
　２１　　ドーム状カバー
　２２　　回路基板
　２３　　中継ロッド
　３０　　マイクロホンケース
　４１　　フロントショックマウント部材
　４１ａ　薄肉部
　４１ｂ　円筒部
　４１ｃ　円筒部
　４２　　リアショックマウント部材
　４２ａ　薄肉部
　４２ｂ　取り付け部
　４２ｃ　円筒部
　４２ｄ　貫通孔
　４３　　円筒体
　４５　　マイクケーブル
　４７　　出力コネクタ
　４７ａ　端子ピン
　５０　　フロントメッシュ
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